
七
月
十
三
日
（
火
）
、

福
井
県
南
越
前
町
の
リ
ト

リ
ー
ト
た
く
ら
に
て
、
都

市
工
学
サ
ー
ク
ル
二
チ
ー

ム
が
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ

ス
ト
の
測
量
部
門
に
出
場

し
た
。
測
量
部
門
で
は
、

五
角
形
の
ト
ラ
バ
ー
ス
の

内
角
と
距
離
を
測
定
し
、
そ
の
結
果
の
精

度
と
時
間
を
競
う
。

大
会
当
日
は
、
大
雨
が
災
い
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
ぬ
か
る
み
、
地
面
が
水
平
に
な

ら
ず
大
変
だ
っ
た
が
、
今
ま
で
練
習
し
て

き
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
悪
天
候
の
中
で

も
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
北
信
越
大
会
出
場
を

決
め
た
。

大
会
を
振
り
返
る
と

「
自
分
た
ち
の
測
定
の

結
果
は
悪
く
な
か
っ
た

が
、
地
面
の
状
況
が
悪

か
っ
た
の
で
、
う
ま
く

で
き
な
か
っ
た
。
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

北
信
越
大
会
は
、
八

月
二
十
四
日
（
火
）
、

二
十
五
日
（
水
）
に
県

大
会
と
同
会
場
と
な
る

リ
ト
リ
ー
ト
た
く
ら
で

行
わ
れ
る
。
リ
ー
ダ
ー

の
小
原
啓
輔
さ
ん
（
３

‐
１
）
は
「
私
た
ち
は

全
国
制
覇
を
目
指
し
て

い
る
の
で
、
北
信
越
の

大
会
は
通
過
点
に
過
ぎ
な
い
。
優
勝
を

目
指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」
と
力
強
く

答
え
て
く
れ
た
。

（
山
下
）

七
月
二
十
一

日
（
木
）
、
敦

賀
工
業
高
校
で

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
木
材
加
工
部
門

の
県
大
会
が
行
わ
れ
た
。
出
場
選
手
は
皆
、

入
賞
す
る
た
め
に
練
習
を
積
ん
で
き
た
。

結
果
は
、
見
事
、
玉
村
太
克
さ
ん
（
３
‐

１
）
が
一
位
、
齋
藤
快
さ
ん
（
３
‐
１
）

が
二
位
に
入
賞
し
た
。

優
勝
し
た
玉
村
さ
ん
は
、
「
練
習
で
は

出
来
た
と
こ
ろ
が
本
番
で
出
来
な
か
っ
た
。
」

と
言
う
だ
け
に
、
自
己
評
価
は
七
十
八
点

と
少
し
厳
し
め
。
「
県
大
会
だ
っ
た
の
で

人
数
も
少
な
く
、
レ
ベ
ル
も
高
く
な
い
。

優
勝
し
て
も
浮
か
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
」

と
次
の
大
会
へ
の
思
い
は
強
い
。

齋
藤
さ
ん
は
「
正
直
、
自
分
が
入
賞
で

き
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。
」
と

驚
い
て
い
た
。
「
三
時
間
以
内
に
組
み
立

て
ら
れ
る
か
自
信
が
な
か
っ
た
け
ど
、
本

番
で
は
上
手
く
い
っ
た
。
」
と
安
堵
の
表

情
で
語
り
、
自
己
評
価
は
八
十
点
。

最
後
に
北
信
越
大
会
の
向
け
て
の
意
気

込
み
を
聞
く
と
、
玉
村
さ
ん
は
「
去
年
は

結
果
が
出
な
か
っ
た
の
で
今
年
は
、
結
果

が
出
る
よ
う
全
力
で
頑
張
り
た
い
。
」
と
、

齋
藤
さ
ん
は
「
ま
だ
ま
だ
練
習
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

福
井
県
代
表
と
し
て
も
っ
と
上
達
し
て
い

き
た
い
。
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

北
信
越
大
会
は
、
八
月
二
十
一
日
（
土
）
、

新
潟
県
立
上
越
総
合
技
術
高
等
学
校
で
行

わ
れ
る
。
北
信
越
大
会
で
も
良
い
結
果
が

出
せ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
（
辻
岡
）

七
月
二
十
三
日
（
土
）
、
本
校
に
て
、

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
化
学
分
析
部
門

が
行
わ
れ
た
。
化
学
分
析
部
門
の
実
験
題

目
は
、
中
和
滴
定
を
基
に
、
水
酸
化
ナ
ト

リ
ウ
ム
を
用
い
て
資
料
水
中
の
酢
酸
の
量

を
調
べ
、
定
量
し
、
含
有
率
を
求
め
る
と

言
う
も
の
だ
。

こ
の
大
会
で
、
梅
原
猛
さ
ん
（
３
‐
３
）

が
一
位
、
大
下
隼
人
さ
ん
（
３
‐
３
）
が

二
位
に
入
賞
し
た
。
二
人
は
、
八
月
二
十

四
日
（
火
）
、
二
十
五
日
（
水
）
に
行
わ

れ
る
北
信
越
大
会
に
出
場
す
る
。

福
井
県
大
会
は
、
少
人
数
の
た
め
、
生

徒
一
人
に
審
査
の
先
生
が
一
人
つ
い
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
張
り
詰

め
た
雰
囲
気
の
中
、
実
験

が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。
そ
の
中
で
「
い
つ

も
よ
り
悪
か
っ
た
が
、
入
賞
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
。
」
と
喜
ぶ
大
下
さ
ん
。

北
信
越
大
会
で
は
「
優
勝
を
目
指
す
」

と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
た
。

（
梅
田
）
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七
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
、
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
武
生
工
業
の

都
市
工
学
サ
ー
ク
ル
、
建
築
ク
ラ
ブ
、
工
業
化
学
科
が
三
部
門
の
上
位

を
独
占
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
八
月
二
十
一
日
（
土
）
か
ら
始
ま
る
北
信

越
大
会
に
出
場
す
る
。

▼
「
こ
の
時
期
に
バ
イ

ク
を
乗
る
と
、
と
て
も

気
持
ち
良
い
。
」
誰
か

に
そ
う
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
夏
は
晴
天
が
多
く
、
熱
い
空
気

の
中
「
風
を
斬
る
」
瞬
間
が
気
持
ち
良

い
の
だ
ろ
う
。
特
に
、
大
型
車
で
高
速

道
路
を
走
っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
と
、

と
て
も
楽
し
そ
う
だ
。
▼
バ
イ
ク
に
は
、

小
型
車
、
中
型
車
、
大
型
車
が
あ
る
。

中
型
車
で
有
名
な
の
は
オ
フ
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
な
ど
だ
。
大
型
車
は
Ｇ
Ｓ
Ｘ
や
Ｘ

Ｒ
、
カ
ワ
サ
キ
の
Ｚ
Ⅱ
、
ハ
ー
レ
ー
ダ

ビ
ッ
ト
ソ
ン
な
ど
が
あ
る
。
大
型
車
の

最
大
速
度
は
220
～
300
㎞
前
後
ま
で
出
せ

る
。
し
か
し
、
高
速
道
路
の
制
限
速
度

は
120
㎞
ま
で
な
の
で
実
際
に
走
る
と
違

法
に
な
り
走
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
大

型
車
の
魅
力
は
ス
ピ
ー
ド
な
の
で
、
実

際
に
走
る
に
は
サ
ー
キ
ッ
ト
に
行
く
し

か
な
い
。
▼
バ
イ
ク
は
小
さ
な
パ
ー
ツ

を
交
換
す
る
だ
け
で
も
性
能
が
変
わ
る
。

本
を
読
ん
だ
り
、
他
の
人
が
チ
ュ
ー
ン

し
た
モ
ノ
を
見
た
り
す
る
こ
と
で
、
改

造
の
技
術
が
上
達
す
る
。
改
造
し
た
エ

ン
ジ
ン
や
バ
イ
ク
を
動
か
し
た
と
き
に
、

音
や
回
転
数
が
変
わ
っ
た
と
き
が
一
番

嬉
し
い
。
▼
今
回
、
も
の
づ
く
り
で
本

校
の
生
徒
が

三
部
門
で
北
信
越
出
場

を
果
た
し
た
。
目
標
を
持
っ
て
一
つ
の

こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
は
大
変
だ
が
、

目
標
を
達
成
で
き
た
と
き
の
嬉
し
さ
は

本
当
に
よ
く
わ
か
る
。
ぜ
ひ
、
北
信
越

で
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

（
竹
村
）

↑墨付けする玉村さん

←モノミで刻んでい
る齋藤さん

↑
一
列
目
：
小
原
さ
ん
（
右
）
、
藤
木
さ
ん

二
列
目
：
右
か
ら
、
三
田
村
先
生
、
渋
谷
さ
ん
、

山
本
さ
ん
、
永
谷
さ
ん
、

↑表彰状を手にする

左から大下さん、梅原さん



藪
下
栄
実
さ
ん
（
３
‐
４
）
は
、
七
月

十
九
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た
、
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
機
械
系
旋
盤
部
門
で
第
三

位
に
入
賞
し
た
。
大
会
初
の
女
子
生
徒
の

入
賞
に
も
な
り
、
大
き
な
成
果
と
な
っ
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
旋
盤
の
加
工
精
度
を

競
う
も
の
で
、
千
分
の
一
ミ
リ
の
加
工
技

術
を
要
求
さ
れ
る
。
さ
ら
に
時
間
制
限
が

あ
り
、
五
分
に
つ
き
点
数
が
一
点
ず
つ
減

点
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
会
場
全
体

で
焦
り
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ

の
中
で
藪
下
さ
ん
は
、
時
間
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
、
集
中
し
て
作
品
を
制
作
し
た

結
果
が
三
位
入
賞
だ
。

入
賞
が
決
ま
っ
た
と
き
を
「
自
分
で
も

び
っ
く
り
で
、
入
賞
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
で
も
す
ぐ
に
は
実
感
が
な
く
、
学
校

の
伝
達
表
彰
で
三
位
入
賞
を
実
感
し
た
。
」

と
振
り
返
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
位
と

二
位
し
か
北
信
越
大
会
に
出
場
で
き
な
い

の
で
、
少
し
残
念
そ
う
だ
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て
、
藪
下

さ
ん
自
身
は
満
足
し
て
い
な
い
。
「
緊
張

や
不
安
が
大
き
く
、
100
％
の
実
力
を
発
揮

で
き
な
か
っ
た
」
と
悔
し
そ
う
な
表
情
で

話
し
て
く
れ
た
。

藪
下
さ
ん
は
、
八
月
一
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
Ｗ
Ｒ
Ｏ
福
井
県
大
会
に
も
参
加

し
て
い
る
。
大
会
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
Ｗ

Ｒ
Ｏ
で
は
、
持
っ
て
い
る
力
を
全
て
出
し

切
っ
て
大
会
に
臨
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。

（
加
藤
）

八
月
七
（
土
）
・
八
日
（
日
）
に
、
サ

ン
ド
ー
ム
福
井
で
お
も
し
ろ
フ
ェ
ス
タ
が

開
催
さ
れ
た
。

お
も
し
ろ
フ
ェ
ス
タ
は
、
福
井
県
内
の

企
業
や
高
校
が
サ
ン
ド
ー
ム
に
集
ま
り
、

も
の
づ
く
り
の
体
験
や
福
井
県
内
の
産
業

に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。

会
場
内
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
イ
ヤ

イ
ヤ
ち
ゃ
ん
や
県
内
の
園
児
た
ち
に
よ
る

和
太
鼓
や
ソ
ー
ラ
ン
節
、
ダ
ン
ス
な
ど
が

披
露
さ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
ま
た
、

場
内
は
始
終
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
親
子

連
れ
や
友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
で
大
盛
況
だ
っ
た
。

本
校
か
ら
も
、
割
り
箸
鉄
砲
、
ゴ
ム
ボ
ー

ル
の
製
作
教
室
、
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、

３
種
類
の
も
の
づ
く
り
の
ブ
ー
ス
を
設
け

た
。
本
校
の
生
徒
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち

に
優
し
く
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
教
え
て

い
た
。
割
り
箸
鉄
砲
で
は
、
カ
ッ
タ
ー
や

は
さ
み
を
使
う
の
で
、
保
護
者
の
方
に
も

参
加
し
て
親
子
が
一
緒
に
製
作
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
製
作
中
は
笑
顔
が
見
ら
れ
、

作
り
終
わ
っ
た
後
は
、
的
に
試
し
打
ち
を

し
て
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
た
。

ゴ
ム
ボ
ー
ル
作
り
は
、
材
料
を
紙
コ
ッ

プ
に
入
れ
、
割
り
箸
で
混
ぜ
る
と
い
う
簡

単
な
作
業
だ
っ
た
の
で
、

小
さ
い
子
ど
も
で
も
楽
し

く
作
れ
た
よ
う
だ
。

こ
の
体
験
を
生
か
し
て

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。

（
辻
岡
）

七
月
二
十
日
（
火
）
に
学
校
を
離
任
さ

れ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
マ
ン
ガ
ン
先
生
に
、

こ
の
時
の
心
境
を
伺
っ
た
。

離
任
式
で
は
、
学
校
の
み
ん
な
と
離
れ

る
の
が
悲
し
い
と
、
も
ら
し
た
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
先
生
。
壇
上
で
話
し
た
日
本
語
の
挨

拶
は
、
と
て
も
緊
張
し
た
そ
う
だ
。

学
校
で
一
番
楽
し
い
思
い
出
は
体
育
祭
。

先
生
の
母
国
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
は
違
い
、

と
て
も
興
味
深
か
っ
た
と
話
し
て
い
た
。

本
校
に
対
す
る
気
持
ち
を
一
言
で
表
現

す
る
な
ら
ば
、

「I
l
o
v
e
t
h
i
s

sc
h
o
o
l

」

最
後
に
生
徒
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伺
う
と
、
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
あ
な

た
た
ち
と
会
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。
私
は

み
ん
な
が
英
語
を
好
き
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

積
極
的
に
生
徒
た
ち
に
話
し
か
け
て
く

れ
た
の
で
、
と
て
も
気
楽
に
話
が
で
き
る

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
先
生
。
放
課
後
も
生
徒
と

会
話
す
る
光
景
が
よ
く
見
ら
れ
た
。
い
つ

も
、
私
た
ち
が
英
語
を
好
き
に
な
る
よ
う

に
、
様
々
な
工
夫
を
し
て
く
れ
た
。
ま
た
、

私
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

た
め
に
日
本
語
の
勉
強
に
も
励
ん
で
い
た
。

本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

先
生
は
母
国
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
帰
国

さ
れ
た
後
、
大
学
院
で
国
際
関
係
の
勉
強

を
続
け
る
そ
う
だ
。
是
非
、
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。

（
小
西
）
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↑大会の賞状を掲げ

る藪下栄美さん

↑壇上で話す

スティーブン先生

猛
暑
が
続
く
な
か
、
生
徒
は
み
ん
な
、

部
活
動
を
は
じ
め
、
資
格
取
得
の
補
習
や

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
北
信
越
大
会
出

場
の
た
め
の
練
習
、
そ
し
て
、
夏
休
み
の

宿
題
に
毎
日
励
ん
で
い
る
。

涼
し
い
図
書
館
で
活
動
し
て
い
る
の
は

心
苦
し
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
新
聞
部
は
暑

さ
に
負
け
な
い
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
る
み

ん
な
を
取
材
を
し
て
い
き
た
い
。

み
ん
な
、
残
り
少
な
い
夏
休
み
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。

八
月
一
日
（
日
）
か
ら
五
日
（
木
）

ま
で
、
第
三
十
四
回
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
宮
崎
大
会
が
行
わ
れ
た
。

一
日
目
に
行
わ
れ
た

総
合
開
会
式
に
は
本
校

新
聞
部
部
長
、
福
山
彰

さ
ん
（
３
‐
１
）
が
福

井
県
代
表
と
し
て
福
井

県
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

私
た
ち
新
聞
部
は
、
新
聞
部
門
に
参

加
し
、
全
国
の
新
聞
部
員
と
の
交
流
新

聞
製
作
を
行
っ
た
。
五
つ
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
、
各
班
ご
と
に
宮
崎
県
の
観
光

地
な
ど
を
回
り
、
新
聞
の
ネ
タ
探
し
に

奔
走
し
た
。

宮
崎
市
の
橘
通
中
央
商
店
街
と
宮
崎

県
庁
へ
向
か
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
口
蹄

疫
の
感
染
予
防
の
た
め
の
消
毒
マ
ッ
ト

や
、
「
が
ん
ば
ろ
う
宮
崎
」
と
掲
げ
ら

れ
た
た
く
さ
ん
の
店
を
見
て
、
宮
崎
県

が
復
興
に
尽
力
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
交
流
新
聞
を
通

し
て
、
全
国
の
生
徒

と
交
流
し
、
多
く
の

こ
と
を
学
ん
だ
。

な
お
、
本
校
か
ら

は
、
新
聞
部
門
の
他

に
美
術
・
工
芸
部
門
に
も
、
吉
澤
直
也

さ
ん
（
３
‐
１
）
が
参
加
し
て
い
る
。

（
細
井
）

↑→
割り箸鉄砲（上・右）

ｺﾞﾑﾎ゙ ｰﾙ製作（右上）

↑

子どもたち

と触れ合う

生徒たち


